
【第１４回 ＣＯＢＲＡゼミナール】 

特定非営利活動法人 

建設副産物リサイクル促進機構 

 
日 時：平成 18年 11月 14日（火）18：00～19：00 

場 所：文京シビックホール 第 1会議室 

講 師：生木泰秀（日本国土開発(株)） 

演 題：ため池堆積泥土の堤体盛土材料への適用性について 

内 容： 
１． わが国のため池整備の実情 
２． ため池改修時の問題点 

①処理・処分方法 ②良質な刃金土用土質材料の確保 
③施工時期の制約を受ける ④狭隘な作業スペース 

３． ため池堆積泥土の有効利用の観点から、３種の固化処理工法を想定

して室内試験を実地し、堤体材料としての適用性と経済性比較を行

なう 
① 現位置セメント混合方式 
   現位置にて泥土をセメントで改良固化した後、ときほぐして締固める方式 
② 現位置セメント混合＋助剤添加方式 
   ①と同様、泥土をセメントで改良した後、ときほぐしながら助剤としてペーパースラッ

ジ（PS）焼却灰を添加して締固める方式 
③ 現位置 PS焼却灰混合方式 
   現位置で泥土に直接 PS焼却灰を添加して改良した後、締固める方式 

４． PS焼却灰とは 
ﾍﾟｰﾊﾟｰｽﾗｯｼﾞ(PS)とは紙・パルプの生産過程で生じる排水処理汚泥で、表面処理された粘土分
やｲﾝｸの付着した繊維が汚水と一緒に排出されるものをいう。PS焼却灰はこれをボイラーの燃
料として燃焼したもの。主成分はSiO2、Al2O3、MgOなどで吸水性、固化性に優れる。 

５． 最も安価となるセメント＋PS焼却灰配合の選定 
   セメントの設定暑気改良土材令７日一軸圧縮強さがqu7＝200.9kN/m2でPS焼却灰添加量が

26.5kg/ｍ3の組み合わせが最も安価となる。 
＜室内配合試験Ⅱ 結果（１）＞ 

６． 材料コスト比
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質 疑：刃金度の転

参加者：会員 13名
資 料：資料が必要

       担当：

 

較 

＜室内配合試験Ⅱ 結果（２）＞ 

系、PS 焼却灰いずれを用いてもため池底
刃金土へ有効利用は可能 
の底土利用も可能であるが、セメント系に比べｍ3当たり使用量が多くなる 
灰をセメント改良の助剤とする方法には、コスト面での効果はなかった 
灰の場合、運送費が重要となり、地元調達が可能であれば十分適用可能 

圧方法、透水係数について等について活発な質疑がなされた。 
、非会員 8名 合計 21名（交流会参加者：16名） 
な方は、下記に連絡ください。 

 鈴木  TEL: 03-3872-6064  e-mail: k.suzuki@kotohcorp.co.jp 


